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拠点構内作業の自動化・省力人化へ
最新鋭の自動化機器などが出揃う

【注目の出展製品・サービス】国際物流総合展2021③
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Pathfinder(株)
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物流倉庫の自動化・効率化をサポート
独自のオペレーション管理システム「HAKO-FLO」の拡販を本格化

TOKYO ELECTRON DEVICE AMERICA, INC.
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レイアウト変更にもフレキシブルに対応
段ピッチの調整で収納量アップも実現

多段式パレット保管テナー「ワンピーステナー」
三進金属工業(株)



ラックメーカー

倉庫管理システム(WMS)

h t t p s : / / i t . s a n s h i n k i n z o k u . c o . j p /

□本社・工場   〒595-0814  大阪府泉北郡忠岡町新浜 1-30-10

□福島工場    〒963-8116 福島県石川郡平田村西山字 101

製品に関するお問い合わせ

■東京支社   T E L . 0 3 - 3 6 6 9 - 0 8 0 0

■中部支社   T E L . 0 5 6 8 - 7 5 - 7 8 1 1

■大阪支社   T E L . 0 6 - 6 1 2 1 - 7 8 7 0

■九州支社   T E L . 0 9 2 - 9 2 5 - 4 2 0 0

スタッフ募集
072-436-1533TEL

お問い合わせ ください

検品レスのピッキングシステムを導入し、

平積み倉庫を大幅改善！

入荷から出荷までの倉庫業務をトータル管理することで、どこに・なにが・どれだけあるかを把握できるだけでなく、
入・出荷状況も確認でき、作業効率が向上します。また、無線ハンディやタブレットなどから、現場と事務所で情報
共有（出荷量や進捗など）が可能です。一日の作業量を把握できるため、確認業務が減少し作業効率化に繋がります。

導入事例 山田化学株式会社様

ザイコス

詳細はこちら

三進金属工業のマテハン機器との連動による移動ラックの自
動開閉やデジタル表示器との連動によるピッキング箇所の可
視化などにより、業務効率が大幅に向上します。他社システ
ムとの連動も可能なため、最適なカスタマイズを実現します。

1年毎のサポート契約です。必要な修理・交換を行います。
※修理費用や作業費用が別途発生いたします。

入出荷・保管といった倉庫における庫内物流の正確性と
スピードアップを実現するしくみです。
倉庫業務を快適に！ラックメーカーが考える現場にフィット
したWMS です。

ザイコスとは？

ザイコスはお客様のご要望に沿った必要最低限の機能のみ
でシステムを構築することができるため、経済的な導入が
可能です。運用の変化に伴い、ザイコスをカスタマイズ・バー
ジョンアップしていく事もできます。
マテハンメーカーならではのノウハ
ウを活かし、現場がいかに円滑
に回るかを想定してシステムづく
りを提案します。

自社開発だからこそできるシステム構築

導入後も安心の保守サポート契約

マテハン機器・他社システムとの連動が可能

専用サイト

製造業の原料・部品・製品倉庫
小売・卸売業・通販・EC の商品倉庫

サービス業の保守部品倉庫

ザイコスが導入されている倉庫

ザイコスを使うと『在庫数』が合うザ イ 　 コ 　 スウ

三進金 属工 業 が自社開 発

積込検品

納品書・送り状

出荷検品

ピッキング

在庫引当
出荷登録

在庫保管

格納・入庫登録

入荷検品
入荷登録

動画

した

https://it.sanshinkinzoku.co.jp/?utm_source=LOGI-EVO&utm_medium=IT


物流センター・倉庫など高密度環境に最適

本社 〒130-0026 東京都墨田区両国 3-25-5 JEI 両国ビル TEL：03-5600-5111（代）
株式会社フルノシステムズ www.furunosystems.co.jp

フルノシステムズ

く わ し く は

中規模倉庫・工場に最適

物流・工場現場のＤＸ化を支える

無線ＬＡＮアクセスポイント

https://www.furunosystems.co.jp/


物流倉庫のDXソリューション目指す
既存WMSを改修せずに課題解決へ

―まずはTOKYO ELECTRON DEVICE
AMERICA,INC.の概要から伺いたいと思
います。

濱野 当社はカルフォルニアのフリーモン
トに本社を置き、2013年に設立されまし
た。サテライトオフィスがデトロイトにあ
り、テキサスのマッカレンには半導体ディ
ストリビューション事業用の物流倉庫を保
有しています。事業領域は、①半導体等の
電子部品の販売事業、②ボードの設計・量
産受託サービスなどを行っているプライベ
ートブランド事業、③コンピューターネッ

トワークに関連した調査代行、④物流倉庫
向けのソリューションサービス――の4つで
構成されており、今回はこの4つ目にフォー
カスしていただいたわけです。

―HAKO-FLOを事業化された経緯について
お聞かせください。

齋藤 当社ではかねてからDX関係のソリ
ューションをビジネスとして展開したいと
考えていました。そこで、半導体事業のお
客様向けにIoTやDXに関連するマーケティ
ングを行っていたところ、取引先の物流事
業者様から当時抱えていた多くの課題を示
してもらいました。具体的には、人が紙に
記録するようなマニュアル作業が多く存在
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写真１ COOの 濱野氏（左）、担当の齋藤氏（右）

物流倉庫の自動化・効率化をサポート
独自のオペレーション管理システム「HAKO-FLO」の拡販を本格化

2022年度から日本国内でも販売開始

TOKYO ELECTRON DEVICE AMERICA, INC.
COO 濱野 泰博氏

齋藤 央樹氏

東京エレクトロン デバイス(株)は、米国現地法人であるTOKYO ELECTRON DEVICE
AMERICA,INC.が開発した、物流倉庫の自動化・効率化をサポートする物流管理ソリ
ューション「HAKO-FLO」の日本国内での展開を本格化する。昨年7月には、日本国内
の顧客倉庫における省人化ならびにコスト低減を可能にする物流管理サービスとして
HAKO-FLOを提供するための実証実験を実施。物流現場のオペレーション効率を大幅
に高めることが確認されている。

そこで今回は同社グループの中でHAKO-FLOの展開を主導するTOKYO ELECTRON
DEVICE AMERICA,INC.のCOOである濱野泰博氏と、「HAKO-FLO」を担当している齋
藤央樹氏に登場してもらい（写真１）、HAKO-FLO開発の経緯や内容、現状の成果、
今後の計画・予定などについて話を聞いた。(編集部)

KEYPERSON 01



し、それが効率化を妨げる要因であったわ
けです。ある物流事業者様からは、コロナ
禍での物流の大混乱も重なり、在庫の把握
のために倉庫中を従業員が夜通し歩いて作
業をしているような厳しい現場の実情を伺
うこともありました。そのようなお話を伺
うにつれ、物流倉庫におけるDＸニーズの
高まりを感じ、そのためのソリューション
事業を立ち上げようという方針を固めたの
です。

―ありがとうございます。では早速です
が、HAKO-FLOの中身について伺ってい
きたいと思います。まずはその開発の経緯
についてお聞かせください。

濱野 近年EC市場が拡大し、物流量が増
大するなか、物流倉庫におけるマニュアル
作業を削減し、既存のWMSの改修コスト
をかけることなく、効果的な運用にシフト
することが求められています。物流倉庫に
おいては、荷物の受け入れ、出庫に関わる
多くの業務を、人手によるマニュアル作業
により管理しているケースが多くありま
す。そのため、荷物の取り違えによる費用
の発生だけではなく、在庫数量の正確な把
握をはじめ、倉庫内空きスペースの有効活
用や人員不足による配送遅延の解消、人件
費の抑制など、解決しなければならない課
題が多く存在するというのが現状です。当
社では、こうした物流現場の課題を知るに
つけ、課題解決につながるソリューション
を提供したいと考え、開発に取り組みまし

た。

単発導入が可能な５つのサービス
サブスクでスモールスタートも可能に

―物流現場に寄り添った課題解決につなが
るソリューションを開発したいという思い
からHAKO-FLOが生まれたわけですね。

濱野 はい。HAKO-FLOは、既存のWMS
で発生する入荷・検品管理や在庫管理をは
じめ、出荷管理、棚卸管理、インボイス作
成や帳票・ラベル発行など、人手がかかる
マニュアル作業を効率化する専用のソフト
ウェアをクラウドやオンプレミスで提供す
ることで、お客様の物流倉庫における作業
の効率化をサポートするものです。HAKO-
FLOは、ハコ（外装箱）の中身の情報が端
末で素早く把握できる「HAKO-FLO
RFID」、ハコの大きさを自動計測する
「HAKO-FLO LiDAR」、ハコの置きスペ
ースや位置をAIで自動検出する「HAKO-
FLO Eye」、ハコの状態・場所を受け入れ
から出荷まで追跡する「HAKO-FLO
Tracking」、ハコに関するあらゆるデータ
をストレージ・シェアして見える化する
「HAKO-FLO CLOUD」といった5つのサ
ービスから構成されます（図表１）。これ
らのサービスを既存システムと連携させる
ことで、既存システムの改修コストをかけ
ることなく、効果的な運用にシフトするこ
とができます。

図表１「HAKO-FLO」のサービス内容

※TOKYO ELECTRON DEVICE AMERICA, INC.提供資料を一部加工
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―物流倉庫における作業の流れに沿ってサ
ービスがどのように連携していくのか、順
を追って説明していただけますでしょう
か。

齋藤 はい。入荷管理の場面では、LiDAR
やRFIDを利用することにより、マニュアル
採寸や検品作業を効率化し、コスト削減と
作業時間短縮を同時に達成することができ
ます。在庫管理の場面では、Eyeとの連携に
より、在庫棚の空き状況をAIが作業員にタ
イムリーに通知しますので、スペースを有
効活用することができます。出荷管理や棚卸
管理の場面では、RFIDと連携したピッキン
グリストとの自動照合により、貨物の取り
違いを防止するとともに、棚卸時間の大幅
な短縮につなげることができます。さらに
は、CLOUDやTrackingとの連携により、入
庫から出庫までの貨物のステータスや位置
を可視化することで業務効率化に貢献しま
す。

―HAKO-FLOの場面ごとでの連携の流れが
よく分かりました。HAKO-FLOの利用
は、5つのサービスを一括でお願いしなけれ
ばいけないのでしょうか。

齋藤 HAKO-FLOはサービスの一部だけで
も利用することができ、お客様の倉庫作業
に合わせた最適な形に組み合わせることが
可能です。例えば、検品や資産管理作業、棚
卸作業に多くの時間を費やし、正確な在庫
管理ができずにいたり、所在不明の貨物を
探し出すのに時間を浪費していたりするな
どの課題を抱えているお客様には、RFIDを
採用していただければ、課題解決が図れま
す。また、貨物サイズを作業員がメジャーで
計測するため、手間と時間がかかっていた
り、梱包時に最適な大きさの箱を見つける
のに時間がかかっていたりするなどの課題
を抱えているお客様には、LiDARを利用し
ていただくことで課題が解決できます。倉庫

の空きスペースのリアルタイム検知につい
てもEyeを採用していただくことで課題解
決が図れます。

―なるほど。5つのサービスを組み合わせ
て採用することで、個別の課題を適切に解
決に導くことができるわけですね。魅力的
なHAKO-FLOですが、顧客の支持が高ま
っている理由を端的に伺えますでしょう
か。

濱野 HAKO-FLOがお客様に選ばれてい
る理由としては、①HAKO-FLOが入庫か
ら出庫まで総合的なソリューションである
こと、②コンサルティングに基づきセミカ
スタマイズ開発が行えること、③サブスク
リプションサービスの導入により初期費用
を抑えながらお客様に最適な倉庫管理シス
テムが提供できること――の3点が挙げら
れます。

―サブスクリプション料金に含まれる中身
について具体的に教えてください。

齋藤 HAKO-FLO RFIDについては、RFID
リーダー端末と端末ソフトウェア使用ライ
センス、サポートなど全てをまとめて提供
い た し ま す。 お 客 様 の ご 要 望 に よ
り、RFIDプリンタやRFIDタグの販売も承
っています。

―サブスクリプションサービスなので、フ
レキシブルな契約ができる点も魅力です
ね。

齋藤 ありがとうございます。日本国内で
サブスクリプションサービスに抵抗を感じ
るお客様につきましては、ご要望に合わせ
て端末を販売することもできます。ただ、
サブスクリプションサービスは、初期投資
を抑えた利用が可能ですので、特にスモー
ルスタートを希望されるお客様には最適な
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サービス提供の形であり、実際にそうした
お客様から高い評価を頂戴しています。

―物流は時期や景気によって需要変動があ
りますから、サブスクリプションサービス
であれば、設備について常に過不足のない
状態が保てます。

齋藤 はい。サブスクリプションサービス
であれば、繁忙期と閑散期の変化にも適切
に対応することができます。

所有から利用への流れが広がる
米国で受注多い棚卸管理対策

―物流現場を支える設備についても所有か
ら利用への流れがさらに広がっていくよう
に感じます。ちなみに端末のメーカーは指
定となるのでしょうか。

齋藤 HAKO-FLO RFIDでは、米国ゼブラ
・テクノロジーズ社の端末を提供させてい
ただいています（写真１）。本サービスで
は、特に棚卸管理の効率化を受注するケー
スが多いのですが、米国の物流倉庫は高さ
の高い棚が多く、また面積も広大ですの
で、RFIDリーダーにはより遠距離で電波
を読み取ることができる性能が求められま
す。RFIDリーダーには、円偏波型と直線
偏波型があり、読取距離については直線偏
波型リーダーに優位性があります。直線偏
波型リーダーを提供するメーカーの中で、
ゼブラ・テクノロジーズ社がワールドワイ
ドで提供できるということで、選択させて
いただきました。ソフトウェアについて
も、当社がこの端末に合わせてアンドロイ
ド仕様で開発しています。

―米国では棚卸管理向けソリューションの
受注が多いとのことですが、日本でも棚卸
管理ソリューションの受注が多くなると
いう見込みでしょうか。

齋藤 国に関係なく棚卸管理の効率化ニー
ズは高まっていると見ています。現状、多
くの企業の棚卸作業は商品に付されたバー
コードを1点ずつ読み取っていく作業になっ
ており、そこに多くの作業者を投入する人
海戦術がメインになっていると思います
が、HAKO-FLO RFID を導入していただけ
れば、在庫商品にリーダーをかざすだけで
作業が完了しますので、そのメリットがよ
くおわかりになると思います。

―棚卸作業は直接利益を生み出す仕事では
ないですから、他の業務作業に比べてもよ
り効率的に済ませたいと考えるのは当然の
ことですね。

齋藤 はい。また、棚卸作業での在庫管理
データと実在庫に差異が生じているケース
も少なくありません。バーコードによる棚
卸作業は毎日行える作業ではないため、何
らかの管理ミスで実在庫との差異が生じる
可能性が出てくるわけですが、RFIDであれ
ば、日ごろの点検作業に合わせて棚卸作業
が行えます。棚卸作業が増えれば、それだ
け差異が生じる可能性は少なくなります。
この課題解決だけでも導入メリットを感じ
られるお客様は多いと見ています。

―その導入メリットは当然のことながら倉
庫会社に止まりません。メーカー、卸売
業、小売業とサプライチェーン全体にも広

写真１ RFIDリーダー機能を搭載したハンディターミナル
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がりますし、商品分野も全般に渡ります。

齋藤 はい。RFIDの導入メリットは幅広い
業種業態に及びます。日本国内では、アパ
レル分野の大手製造小売企業がRFIDを導入
されて業務効率化の成果をあげられている
ことは有名です。同社では工場での生産管
理に始まり、在庫、物流、店舗での会計に
至るまでRFIDを利用されていますので、最
大限に効果を発揮していると言えます。製造
業でもその利用のすそ野を広げていくとよ
り効果を膨らませることができますので、
当社としても特定の業種業態に偏ることな
く、サプライチェーン全体にこのサービス
を普及させていきたいと考えています。

―RFIDとCLOUDとの組み合わせによるソ
リューションについてはいかがでしょう
か。

齋藤 HAKO-FLO RFIDとHAKO-FLO
CLOUDを組み合わせれば、検品作業や棚
卸作業の効率化だけでなく、トレーサビリ
ティ強化も実現することができます。RFID
タグの実装データは作業工程ごとに読み取
られ、クラウド上に記録されていきます。
商品に何か問題が発生した場合には、その
データに基づいて追跡調査することができ
ますから、問題発生要因の分析につなげる
ことが可能となります。

―トレーサビリティ強化というメリットに
ついては、貴社の主たる事業分野でもある
半導体や電子部品はもちろんのこと、飲食
品や医薬品など品質管理や安心・安全管理
といった面を重視する分野でも関心が高ま
りそうに思われます。

濱野 そうですね。このソリューションの
導入効果は幅広い業種業態で期待されてい
ます。当社ではお付き合いの多い製造業は
もちろんのこと、その他の業種のお客様へ

もリサーチして、コンサルティングや実証
実験を通して対象となる貨物に応じたタグ
の選定やお客様のシステム運用のご提案を
続けたいと考えています。

―RFIDタグの価格はだいぶ下がってきて
いると思いますが、それでもまだコスト面
で見ると、その導入は対象となる商品の価
格にもかかわってくるかと思いますが、い
かがでしょうか。

齋藤 タグのコストと対象商品の価格につ
いてはその通りの部分もありますが、結局
のところ、検品や棚卸などの作業にどれだ
け人手と時間をかけているかです。一般的
なバーコードシステムによる人海戦術作業
を行っているのであれば、RFID導入によ
って作業効率の向上と収益改善が図れるこ
とは明らかです。物流現場の人手不足が深
刻化している状況で、この先も従来のよう
な人海戦術を維持できると考えることには
無理があります。人手不足という非常に深
刻な課題に対し、シンプルに解決が図れる
HAKO-FLO RFIDは検討していただくの
に十分な価値があると確信しています。

入荷から保管、出荷までを効率化
サプライチェーン全体にも効果及ぶ

―では、HAKO-FLO RFID導入による具
体的な作業の流れと、見込まれる定量的な
効果について伺えますでしょうか。

齋藤 では、製造業向けソリューションに
ついて作業順に説明します。工場での材料
入庫⇒材料保管⇒製造⇒梱包／出荷検品
（物流倉庫向け）との流れを経て、物流倉
庫では受入検品⇒保管⇒出荷検品が行われ
るわけですが、RFIDの利用は、工場で製
品が完成し、梱包されるところからになり
ます。RFIDを活用するためには、対象製
品にR F I Dタグを貼付する必要があ
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り、RFIDタグへのデータ書き込みと印字は
専用のRFIDプリンタにより実施します。既
存の2次元コードやバーコードを利用する場
合、これらコードをスキャナーで読み取る
と、専用ソフトでデータをRFIDデータに変
換すると同時に印字内容が生成されます。
そして、プリンタからはその内容が印字さ
れたRFIDタグ（ラベル）が発行されますの
で、製品梱包にこのタグを貼り付けるとい
う仕組みです。RFIDタグの発行は短時間で
実行されるため、RFID導入による工程への
影響も最小限に抑えることができます（写
真２）。物流倉庫への出荷検品では、RFID
により複数タグの一括読み取りが可能です
ので、以前のようにバーコードを一つずつ
スキャニングする作業に比べて大幅に効率
化することができます。実際に当社での検
証では、RFIDタグを貼付した製品171個を
コンテナに収納した状態でスキャニングし
たところ、約10秒で読み取りを完了するこ
とができました。バーコードでの検品作業
では作業完了までに13分ほどかかりました
ので、特定条件下での値ではありますが、
スピード面で78倍、人件費削面では99％の
効果が得らえると考えています。スキャニン
グ中には読み取ったRFIDの数、すなわち検
品した製品数がリアルタイムでリーダーの
モニタに表示されるため、出荷数量の精度
も高められます（写真３）。なお、読み取
ったデータはCSVファイル等で基幹システ
ムにエクスポートすることができます。

―凄い効果ですね。バーコードからRFID
への切り替えが進んでいる状況も頷けま
す。

齋藤 物流倉庫では、入荷検品、保管／棚
卸、出荷検品のいずれの工程でもRFID導
入効果が見込めます。作業としては、工場
で添付されたRFIDタグを各工程で専用リ
ーダーによりスキャニングするだけの簡単
な作業により、検品作業効率と精度の向
上、保管効率の向上、棚卸作業の頻度増加
によるデータと実在庫の差異低減、出荷前
のデータ照合によるピッキングミスの防止
などの効果が得られることになるわけで
す。また、出荷先の卸売業、あるいは小
売業においてもHAKO-FLO RFIDを導入
していただいていれば、受入検品の効率化
のほか、納品エビデンスの確保やトレーサ
ビリティ強化が図れます。さらにHAKO
-FLO CLOUDを組み合わせれば、リアル
タイムでのトレーサビリティ確保も可能と
なり、サプライチェーン全体でのDX実現
にもつながります。

―川下の取引先が専用ソフトウェアを搭載
したRFIDリーダーを導入すれば、サプラ
イチェーン全体での効率化で競争力強化と
付加価値向上も見込めるわけですね。

齋藤 はい。HAKO-FLO RFID とHAKO
-FLO CLOUDを組み合わせたソリューシ
ョンは資産管理についても有効です。近年

写真２ RFIDタグはプリンタにより短時間で発行される 写真３ 読み取ったRFIDの数がリーダーのモニタにリ
アルタイムで表示される
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は取引先との物流にオリコンや通い箱を使
用するケースが増えていますが、その返却
率の低さに悩まれている企業も少なくない
ようです。中には7割くらい戻ってくればよ
しとされているという声も聞かれます。
HAKO-FLO RFID とHAKO-FLO CLOUD
を組み合わせたソリューションを導入すれ
ば、通い箱のリアルタイムでの位置、個数
を画面のマップ上で確認し、管理すること
が可能となるため、取引先に対し、適時適
切に返却を求めることができます（図表
２）。

―なるほど、RFIDの特性を生かしたソリ
ューションの多様性が理解できます。で
は、HAKO-FLO RFID導入までの流れにつ
いて教えてください。

齋藤 HAKO-FLO RFIDは、お問い合わせ
から最短3か月で導入が可能です。昨今の半
導体不足により、ハードウェアのリードタ

イムに引きずられる部分が出てきています
が、当社では主要地域にハードウェアを在
庫しており、お問い合わせいただいたお客
様にできるだけ早く導入していただけるよ
うにサポートを行っています。具体的な手
順としては、①ヒアリング（RFIDの導入
可否判断、金額、スケジュール提示な
ど）、②現地テスト（タグ読み取り、シス
テムテストなど）、③ご契約（契約書締
結）、④導入前準備（導入設定サポート、
現場設定〔タグ設置〕、使用方法のレクチ
ャーなど）――といった内容で順を追って
進めさせていただきます（図表3）。

昨年7月には実証実験も実施
読取率を上げるノウハウも蓄積

―昨年7月には、製造業の貴社のお客様サ
イトでRFID導入の実証実験も行われたと
伺っていますが、その内容についてお聞か
せください。

図表３ 「HAKO-FLO」導入までの流れ

※TOKYO ELECTRON DEVICE AMERICA, INC.提供資料を一部加工

図表２ 「HAKO-FLO CLOUD」資産管理ソリューション表示画面

※TOKYO ELECTRON DEVICE AMERICA, INC.提供資料を一部加工
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齋藤 実証実験は、急増する需要に対応す
るため、工場での出荷検品作業、ならびに
当該製造業様のお取引先での入荷検品作業
を効率化したいとのご要望からRFIDをテ
スト的に導入したものです。導入に際して
はタグの読み取りに関し、様々な課題と向
き合いました。小型部品ならではの、タグ
の重なり合いにより読み取りが出来ないケ
ースや、読み取りが難しい金属部品に対し
てのアプローチです。実証実験では、お客
様にもご協力を頂きながら、タグの選定
や、システム側の工夫を行い、読み取り性
能を100％に近づけることができました。
このような活動を通し、日々ノウハウを蓄
積していっております。

―日本国内で本サービスを提供する体制は
現状どうなっていますか。

齋藤 HAKO-FLOは、米国で当社が主管
となってビジネス開発を行っていますが、
昨年の国際物流総合展で日本国内初となる
お披露目をさせていただいた際、大変に高
い評価をいただきました。以来、2022年度
から日本国内でも販売展開できるように準
備を進めています。

―HAKO-FLO事業における今後の目標や
ご計画についてお聞かせください。

濱野 5年間のうちに本事業でのグローバ
ルでの売上高を3億円にまでもっていきた
いと考えています。当面、まずは米国での
案件にしっかり対応する一方、日本国内で
も国際物流総合展で多数のお客様から引き
合いをいただいていますので、そのフォロ
ーならびにサポートに努める方針です。サ
ービス面では、HAKO-FLO LiDARのAR採
寸アプリを応用し、一つの画面で貨物梱包
の損傷レポートが作成できるソリューショ
ンの開発も進めていく予定です。また、倉
庫での工程管理に使われる現品票をペーパ

ーレス化するHAKO-FLO-TAGという新し
いサービスも今後展開を予定しておりま
す。従来の現品票を使用した運用では、手
入力による手間や、紙の保管、また、環境
負荷が大きいことなど、倉庫での作業効率
化ならびに、SDGsに向けた環境配慮に対
応したソリューションとして2022年6月に
お客様サイトで実証実験を行うことも計画
しております。

―日本国内でも短期間で受注が増えそうな
勢いですね。今後の貴社のHAKO-FLO事
業が順調に進展し、サプライチェーン全体
の作業効率が向上していくことを期待して
います。本日は大変にありがとうございま
した。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■参照
HAKO-FLO紹介YOUTUBEリンク
〇HAKO-FLO
⇒ h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /
watch?v=js6Uus7fhHk
〇HAKO-FLO RFID（製造業向けソリュー
ション）
⇒ h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /
watch?v=uDrW6prlN2c
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「ゼロエミッション物流協議会」設立に向けて設立準備会発足
ゼロエミッション物流の普及・啓発活動、規制緩和に向けて始動

物流企業の持続可能な成長の可能性を探る

F-ZERO(株) 代表取締役
大川運輸倉庫(株) 代表取締役社長
大川暁史氏

Pathfinder(株)
代表取締役
小野崎悠介氏

写真１ 大川暁史氏

物流業界においてもゼロエミッションを志向した取組が加速している。「ゼロエミッシ
ョン物流」事業に特化した物流専門企業、F-ZERO(株)は、EVモーターズ・ジャパン
(株)、Pathfinder(株)とともに、「ゼロエミッション」物流の普及・啓発活動、規制緩和に
向けた働きかけを行う協議会「ゼロエミッション物流協議会」の設立準備会を発足し、準備
会に参加する物流企業の募集を開始している。地球環境問題に対する関心が高まる中、複数
の中小物流事業者で横断的にこの問題に取り組み、物流企業の持続可能な成長の可能性を探
る構えだ。

そこで今回は「ゼロエミッション物流協議会」設立準備会発足に中心的な役割を果たし
ているF-ZEROの代表取締役である大川暁史氏（写真１）、Pathfinderの代表取締役である
小野崎悠介氏（写真２）に登場してもらい、「ゼロエミッション物流協議会」設立準備会の
発足経緯やその取組の方向性、現状、今後の計画・予定などについて話を聞いた。(編集部)

物流分野の環境問題で意気投合
荷主企業から強まる環境対応要請

――まずはF-ZEROの概要から伺いたいと
思います。

大川 当社は、私個人のほか、大川運輸倉
庫(株)、Pathfinder(株)が株主となって設
立した会社です。大川運輸倉庫は、昭和41
年1月に創業した平ボディをメインとした
運送会社で、三重県を中心に展開してお
り、私で4代目になります。

小野崎 Pathfinderは私が創業し、社長を

務めている会社なのですが、その説明に関
連しますので、まずは私が取り組んできた
仕事についてお話させていただきます。私
は以前に豊田通商(株)に所属し、ベンチ
ャーの発掘・投資、協業での新事業の立ち
上げなどに従事しており、物流や車に関連
するところでは、政府の自動トラック物流
の実証プロジェクトにおける隊列走行（有
人運転する先頭車両に無人運転車両が連な
って走行）実験の推進のほか、量子コンピ
ューターを活用したタクシー配車システム
を開発するプロジェクトへ関わってきた経
歴があります。当社はこうしたバックグラ
ウンドを生かしつつ、人流をメイン事業と

KEYPERSON 02
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しつつ、その派生として物流分野にも手を
広げており、特に行動変容アルゴリズムを
ベースとした車両の最適配置ソリューショ
ンを開発・提供しています。また大手物流
企業との協業により、ラストワンマイル配
送の課題解消につなげる「ついで配
達」（専門の配達員ではなく、登録された
一般人が帰宅などのついでに荷物を受け取
り、届けるもの）の初期システムの実証テ
ストも実施する予定となっています。この
「ついで配達」をサポートする経路検索ア
プリの開発にもアプリ開発企業と一緒に着
手しているのですが、この技術を物流に応
用できるのではないかと考えています。

――物流事業者として実績のある大川運輸
倉庫と、物流に関連するシステム開発で新
進気鋭のPathfinderの結びつきがF-ZERO
設立につながったということですね。

小野崎 当社と関係が深いベンチャーキャ
ピタルは環境に特化しているところがあ
り、環境問題に関心のある物流事業者の紹
介を打診され、旧知の大川さんをご紹介し
ました。その後、私も入れて三人で物流分
野の環境問題について様々話をしたとこ
ろ、その解決に取り組む事業を一緒に行う
ということでF-ZEROを共同創業したわけ
です。

大川 F-ZEROの事業目的を端的に表現する
と、「物流事業者としてCO2排出量のグロ
スゼロを目指す」ということになります。
小野崎さんと話し始めた当初は、CO2排出
量グロスゼロを掲げる物流事業者の話を聞
いたことがなかったので、あまりにも遠い
話だと思っていました。しかし、近年は
SDGｓに対する認識が広がる中、荷主企業
の環境問題対策は加速度的に進展していま
す。物流事業者に対してもレベルの高い環
境問題対策を求める動きが強まってきてお
り、当社も中小企業ながらこの問題に本格

的に取り組むべきだと思うに至ったので
す。物流事業者の99％は中小企業であり、
単独での取組には限界があるとの判断か
ら、環境問題に対応するための会社なり、
協議会なりを設立するという方向性を定め
ました。このような推移がF-ZERO設立の
経緯です。その取組を業界の同志ともいう
べき中小の同業に拡げるためにF-ZEROが
発起人となって設立準備を進めているのが
「ゼロエミッション物流協議会」であると
いうわけです。

小野崎 荷主企業の環境問題に対する取組
については、すでに欧州はだいぶ進んでい
ます。欧州企業の多くが導入しているイン
ターナルカーボンプライシング(ICP)制度な
どはその一例でしょう。この制度は、社内
購買基準として炭素排出量をより多く削減
できるものを選択し、その削減量に応じて
プレミアム予算をつけて購入するというも
ので、これら欧州企業の日本法人でもこの
制度を導入する動きが広がっています。逆
に社内炭素税のようなものを設定している
と考えると理解しやすいかもしれません。
炭素排出量が少ない製品ほど価格的に有利
になる制度ですので、社内購買においてよ
りエコな製品を優先的に購入することにつ
ながります。欧州のグローバルな加工食品
メーカーやトイレタリーメーカーなど企業
のブランディングを重視している企業は5年
前からこの制度を導入しています。こうし
た欧州企業の取組が日本でも急速に広がる
につれて、日本の荷主企業の意識変革も着

写真２ 小野崎悠介氏
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実に進んでいるのだと思います。ICP制度
を導入している日本企業もすでに2020年ま
でに118社ほどに達したと環境省が公表し
ておりますが、これは環境問題対策のため
の予算がすでに確保されているということ
になります。EUは2026年に国境炭素税導
入を表明しており、欧州と取引のある企業
や物流事業者に対しては、炭素排出量に応
じた課税が強化されます。日本企業でICP
制度導入が広がっているのもこの動きに対
応する必要があるからで、ソフトランディ
ングするための段階的な取組の一つだと理
解しています。ただ、物流業界においてそ
れに値するゼロエミッション物流のような
ものがあるのか、ということが問題になる
わけで、この部分に我々の取組がはまって
きていると考えています。

「使えるEＶトラック」開発の本気度
中小物流事業者の団結で組織化

――ありがとうございました。「ゼロエミ
ッション物流協議会」はその名の通りゼロ
エミッションということを掲げておられま
すから、本協議会の活動内容には、CO2排
出量グロスゼロのほか、リサイクルや廃棄
物ゼロを目指すという方向も含まれている
という理解よろしいでしょうか。

大川 はい。物流に関連する環境問題に対
し、様々な解決を図っていきたいと考えて
います。

――本協議会の設立準備に参画されている
EVモーターズ・ジャパンについてご説明を
お願いいたします。

大川 EVモーターズ・ジャパンは、独自の
モーター制御システムを開発し、EV（商用
電気自動車）の従来課題だったバッテリー
長寿命化とモーターの省電力化を実現して
おり、3〜4ｔの貨物積載した場合でも250

㎞程度の長距離走行を可能とするトラック
の開発を進めています。ゆくゆくは長距離
走行が可能なEV大型トラックの量産にもこ
ぎ着ける計画だと伺っています。実際、私
もEVモーターズ・ジャパンを訪問し、同社
が開発したEV大型バスに搭乗させていただ
きましたが、その性能の素晴らしさには本
当に感動しました。

――EV大型トラック開発のパートナーも参
加されているということで環境問題に挑む
本気度が伝わります。

大川 先ほども触れましたが、我が国は
2030年のCO2排出量を2013年度比で46％
削減すると公約しており、荷主企業も自社
だけでなくサプライチェーン全体で排出量
を削減する意向を打ち出してきています。
いわゆる「スコープ3」がそれであり、物
流業界に対する要求が厳しさを増すのも当
然のことと言えます。しかしながら、物流
業界は、中小企業が99％を占めるピラミッ
ド構造であり、下が上にならう傾向が顕著
なように思われます。経営層の高齢化で意
思決定も遅れがちであり、収益性も相対的
に低いことから、環境問題対策に投資を振
り向ける余力に乏しいという現実がありま
す。物流業界においても2030年のCO2排出
量を2013年度比で38％削減するという目標
が掲げられており、これを達成するために
は毎年4%ずつ削減を積み増ししていく必要
があります。

――目標は高く、現実は厳しいと感じま
す。F-ZEROやゼロエミッション物流協議
会の設立はこの現実を乗り越えるための提
案ということですね。

大川 その通りです。やらなければならな
いことは分かっているのですが、現実とし
て中小物流事業者が独力でやれることには
限りがあります。そこでF-ZEROのネット
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ワークを通じてゼロエミッション物流協議
会を組織し（図表１）、団結を高めつつ、
システム・仕組みを通じて取組の質や効率
を上げていくことで、“グロスゼロ”物流を
実現しませんか、と提案しているわけで
す。当面はネットゼロを目指しつつ、最終
的にはその「一歩先」であるグロスゼロに
到達したいと思っています。

――協議会としてどのようなサポートをさ
れる予定でしょうか。

大川 太陽光発電パネルや蓄電設備をはじ
め、EVトラック、急速充電設備など、メン
バーの状況に合わせたベストプラクティス
を初期費用ゼロのサブスクリプションのよ
うな形で提供したいと考えています。グロ
スゼロを達成するためには、このような設
備投資が必要になりますが、中小物流事業
者に予算的な余裕はないと思っていますの
で、この部分のサポートが重要だと認識し
ています。ただ、既存のEVトラックについ
ては満足できるものがないのが現状です。

――既存EVトラックに対する不満について
教えてください。

大川 何より運行距離に対する不満が大き
いです。あるEVトラックはバッテリー負荷
のかかる夏場・冬場に80㎞ほどしか走れま
せんので、物流事業者としてはとても使え

ないというのが本音です。この点について
はEVモーターズ・ジャパンの開発に期待し
ています。最終的には、そのEVトラックの
シェアリングを実現するために規制緩和の
ロビイング活動にも取り組んでいければと
思っており、システム構築については
Pathfinderにお願いする予定です。ただ、大
手車両メーカーに対しても物流事業者が現
場で使えるEVトラックの開発を進めていた
だけるよう意見を伝えさせていただいてお
り、ゆくゆくは協議会が主体となり、そう
した大手車両メーカーやディーラーの持つ
車両メンテナンス網を協議会メンバーが利
用できるようにしたいという構想もありま
す。

協議会設立への準備は順調に
啓発活動に全力で取り組む

――全体として計画は予定通りに進んでい
ますか。

大川 2021年の計画立案に始まり、輸配送
業務確認、充電サイクル確認、削減量実績
確認といった実証実験段階を経て、現在は
2022年での協議会設立のため、削減実績を
もとにした参加メンバーの呼びかけ、中小
物流事業者支援、パッケージ検討（メンバ
ーの要望によるEVトラックなどの設備の注
文をEVモーターズ・ジャパンに投げかけ
る）に進んできています。2022年後半に

図表１ ゼロエミッション物流協議会の概要

※F-ZERO提供資料より抜粋
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は、全国グロスゼロ網構築のため、エリア
拡大のほか、協議会を通じた国への支援策
拡充の働きかけを行っていく計画で、現在
まで順調にステップを進めることができて
おります。

――協議会への参加希望事業者は何社にな
っているでしょうか。

大川 現状は3社です。中にはラストワンマ
イル配送を設備面でサポートする事業者も
入っており、また一方では、業界大手と言
われる企業との話し合いも現在進行形で進
んでいます。そのほか、Pathfinderの知り合
いの会社も参加希望を表明しており、業界
関係者の関心の高さが浮き彫りとなってい
ます。

小野崎 我々が率先してゼロエミッション物
流のモデルを示していかなければならない
と思っています。まずはEVトラック1台を
試しに動かしてみてというところからスタ
ートすることになると思いますが、その
後、メンバーの皆さんが一緒にゼロエミッ
ション物流に参加できるようにしていきた
いと考えています。

――協議会参加の要件というか、会費みた
いな規定について伺えますでしょうか。

大川 物流事業者の中にはトラックを持た
ない持たない企業がありますが、そういっ
た企業のご入会はご遠慮いただいておこう
と考えています。トラック5台以上の保有が
目安ですね。入会金や賦課金のようなもの
については、当初の参加企業数などによっ
て変わってくる可能性もあります。もっと
も、現在は協議会設立準備会を立ち上げて
の草の根運動のような活動ですし、事務局
も当面は1人でまかなえる状態ですので、
そのような体制・規約のようなものについ
ては、設立準備会のメンバーで協議し、皆

の意見を集約した形でまとめ、決定するこ
とになります。

――協議会としてのCO2 排出量削減グロス
ゼロ達成に向けたマイルストーンについて
もこれから検討されるわけですね。

大川 その通りです。グロスゼロはいわば
究極の目標でもあるわけですから、グロス
ゼロに向けた段階的な目標も必要になりま
す。EVトラックや発電設備などの技術的な
進歩との兼ね合いも出てきますので、その
点も含めながら検討していきたいと考えて
います。

――協議会の理念を伝えていかれるご苦労
もあるかと思います。

大川 ゼロエミッション物流に対する共感
は得られると確信していますが、物流業界
が抱える課題は他にも多くありますので、
我々の活動に対する業界関係者の評価は様
々だと思います。ただ、業界団体や大手物
流事業者の皆様にも我々の取組をご理解い
ただけるよう対話の努力を重ねて参りま
す。中小物流事業者で構成される我々の活
動がやがてはボトムアップで業界全体に波
及していくことになれば幸いです。

小野崎 そのためにもまずは参加メンバー
が増えるよう啓発活動に全力で取り組んで
いく考えです。業界の皆様にはご理解、ご
支援のほど、何卒宜しくお願い申し上げま
す。

――環境問題への対応が物流業界でもより
一層重みを増すものと理解できました。ゼ
ロエミッション物流協議会の設立、ならび
にその後の活動については引き続き注目さ
せていただきたいと思います。本日は大変
にありがとうございました。

K
EYPER

SO
N
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ワンピーステナーは、単位面積あたりの収納量アップさ
せたい物流倉庫に最適な保管ラック。フレキシブルタイ
プ（写真右）とセパレートタイプ（写真左）の2種類があ
り、フレキシブルタイプは、荷高さに合わせて段ピッチ
を変更できるため、スペースに無駄のない効率的な保管
が可能だ。扱う荷物のサイズが変わっても段ピッチを調
整できるため、限られたスペースを有効に活用できる。
使用しないときはネスティングしてコンパクトに保管で
きるため、物量の増減にもフレキシブルな対応が可能。
メッシュパレット保管用のデッキや、荷物の落下を防止
するベルトなど、積載物や保管条件に合わせた幅広いオ
プションも用意されている。一方、セパレートタイプ
は、必要な時に、必要な場所に、必要なだけ保管スペー
スを作り出せるため、入出庫エリアでの一時保管場所と
して適しており、スムーズな入出庫をサポートするもの
となっている。
ワンピーステナーは、アンカーレスで設置できるた

め、固定式のパレットラックなどと異なり、レイアウト
変更が簡単に行える点も魅力。アンカーを打ちにくい貸
倉庫でも安心して導入することができる。また、一般的
なネスティングラックと異なり、多段式収納で収納量が
増やせるため、荷物のサイズに合わせて段ピッチを調整
することでテナー内のデッドスペースを最小限にするこ
とができる。サイズや数量によって異なるが、最短5営業
日での出荷対応が可能。必要なときに必要な数量のワン
ピーステナーをユーザーに届けることができる。
製造業倉庫の製品出庫に際しては、ワンピーステナー

をフォークリフトで移動させてトラックヤードに配置す
るとともに、倉庫内のパレット荷をトラックヤードに運
んでワンピーステナーに一時保管する。そして配送トラ
ックが到着し次第、パレット荷を順次トラックに積み込
むようにすれば、動線の短い効率的な荷積みが可能とな
り、トラック待機時間を大幅に減らし、スムーズな出荷
が実現できる。

近年、EC市場の拡大にも伴い、物流倉庫には急激な物量の変動や少量多頻度配送などに対応す
るフレキシブルな対応力が求められている。物流倉庫における保管設備についてもそうしたフレ
キシブルニーズに対応した機能性を持つ新製品が相次いで登場しているが、三進金属工業(株)が
昨年12月10日に発売した多段式パレット保管テナー「ワンピーステナー」（写真）もその一つ
と言えるだろう。そこでここでは、ワンピーステナーの機能性や特徴、優位性などについて紹介
する。(編集部)

【クローズアップ01】
三進金属工業(株)
多段式パレット保管テナー「ワンピーステナー」

レイアウト変更にもフレキシブルに対応

段ピッチの調整で収納量アップも実現

CLO
SE

UP
01

■ワンピーステナーの基本仕様
①予備寸法（全高）：フレキシブルタイプ⇒2,400（2380）㎜／2,800（2,780）㎜／3,400（3,380）㎜、

セパレートタイプ⇒1,400（1,387）㎜／1,600（1,587）㎜／1,900（1,887）㎜
②有効段間隔：990㎜／1,190㎜／1,490㎜
③パレット間口（間口外寸）：1,000（1,270）㎜／1,100（1,370）㎜／1,200（1,470）㎜
④パレット奥行（間口外寸）：1,000（1,110）㎜／1,100（1,210）㎜／1,200（1,310）㎜
⑤最大積載質量（1段あたり）：1,000kg／段
⑥最大積載質量（１台あたり）：3,000kg／台
⑦段積み：フレキシブルタイプ⇒不可、セパレートタイプ⇒２段まで可能
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拠点構内作業の自動化・省人化へ
最新鋭の自動化機器などが出揃う

【注目の出展製品・サービス】
国際物流総合展2021③
〈2021.10.13～10.15〉

内外の最新物流機器・システム・情報等のソフトとハードが一堂に結集した「国際物流総合展
2021」（2021年10月13日（水）〜同15日（金））の出展製品・サービスの中から本誌が独断で
注目した製品・サービスの内容を前号に引き続き紹介する。(編集部)

REPORT 01

「GP Auto Labeler System」の側面貼りタイプ

〈(株)寺岡精工〉
ラベリング作業の自動化で貼り間違い防止
自動ラベル貼付機の側面貼りタイプ

(株)寺岡精工は、自動ラベル貼付機「GP Auto Labeler System」の側面貼りタイプ（近日発
売）を紹介した。同タイプは、コンテナや段ボール、缶容器など梱包資材の側面へのラベル貼り
付け作業を自動化するラベリングシステム。最大印字幅115㎜までのラベルの側面貼付に対応す
るもので、ラベルの手貼りによる人手不足、貼り間違いなどを防止し、省力化に貢献する。ラベ
ラー単体での使用はもちろん、PCやすでに導入されているWMSや生産管理システムなど、他の
システムとの連携が可能。寺岡精工の自動採寸計量器「SMART QBING」との連動では、梱包物
の採寸計量からバーコード読み取り、ラベル貼り付け、仕分けまでを自動化することができ、出
荷作業を大幅に効率化・省力化する。機構としては、高精度な貼り付けを実現する電動シリンダ
ー搭載に特長がある。電動シリンダーが一枚一枚のラベルを正確に貼り付け、剝がれにくく安定
したラベリングを実現するからで、エアー供給が不要なことから設置場所を選ばず使用できるも
のとなっている点も魅力だ。機器本体に専用アプ
リケーションを搭載し、簡単操作でラベルフォー
マット作成やデータ設定、貼付位置調整などが操
作パネルから行える。システム連携により印字情
報の取り込みや発行履歴情報出力も可能だ。ラベ
ルの印字内容に合わせてラベルを適正なサイズに
オートカットし、台紙ゴミを出さないなど、環境
負荷を低減した「ライナーレスラベル」にも対応
しており、無駄な台紙がなくなることで１ロール
あたりのラベル量が多くなり、ラベル交換頻度低
減による作業効率化も図れる。
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モバイルプリンター「RJ Series」

自律走行型リフト「AGILOX IGV」

〈ブラザー販売(株)〉
高機能でハードな現場でも使用が可能
ロール紙のタイプモバイルプリンター

ブラザー販売(株)は、ロール紙タイプのモバイルプリンター「RJ Series」の最新機種を含め、
豊富なラインアップを紹介した。最新機種は「RJ-3205WB」と「RJ-3230B」。３インチ用紙幅
の感熱モバイルプリンターで、速さと強さを兼ね備える。耐落下衝撃性能は2m、防塵防滴性能
はIP54に準拠しており、ハードな現場環境でも安心
して使用できる点が魅力。また、2.4インチモノクロ
液晶とLEDランプを搭載しており、液晶画面の表示
により、用紙切れなどプリンターの状態が一目で把
握できるものとなっている。用紙ガイドがバネによ
り拡縮する仕組みを新たに採用しており、肩で手間
なく簡単に用紙交換が行える。印字速度は最高127
㎜／秒で、据え置き型ラベルプリンターと同等の高
速印刷を実現。大量のラベル印刷も迅速処理できる
ため、業務効率化を実現する。充電用USBケーブル
にはTypeCを採用しており、PCのUSBポートで手軽
に充電することができる。

〈(株)マイティカーサービス〉
自律走行型リフトの導入を簡易化
ハード＆ソフトのシステム提供で実現

(株)マイティカーサービスは、自律走行型リフト「AGILOX IGV」とその運用・管理システム
を紹介した。AGILOX IGVは、通信状態が良好なWi-Fi環境と充電ステーション用の3相16A電源
接続設備があれば運用が可能。スワームインテリジェンス（群知能）を使用するため、IT設備の
新たな追加・調整のほか、ソフトウェアのインストールや中央制御用サーバーの設置も必要な
い。その他装置との統合やシステムの拡張、変更などは運用開始後でも実施できる。ERPや
WMS等の上位ホストシステムとの連携は、標準的なJSON/Webserviceインターフェースを通じ

て実行可能だ。AGILOXのユニットはそれぞれ個別に稼働するだ
けでなく、チームとして優れた能力を発揮できる仕様になってい
るため、AGILOXフリートの運用に外部制御システムは不要。す
べてのユニットがユーザー拠点のWi-Fi設備を介して恒常的に相
互通信を行い、周辺状況や現在のオーダー状況について秒間に数
回、自動的に情報交換を行なうほか、常時未処理オーダーを探
り、それぞれの位置や効率性を踏まえ、自動的にオーダーを受け
る車両が決定される仕組みだ。AGILOXは、多くの機構と制御技
術により、左右対称に配置されたつの駆動ユニットを精巧に操作
できるため、静止状態からの旋回や並列走行など、あらゆる方向
への動きが可能。従来のAGVの半分程度の幅員で運用できる。移
動の自由度が高いため、レーザー方式のセンサー技術と組み合わ
せることで、手作業で雑に置かれたままになっているパレットへ
の衝突も防止することができる。
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〈コグネックス(株)〉
物品検出や寸法測定などを自動化
高速・高精度の3次元テクノロジー

コグネックス(株)は、トレーやオリコン内に品物が入っているかどうかを検査する「3D-
A1000 物品検出システム」のほか、高速スティーラブルミラーやかざし読みソリューション、コ
ードリーダーとエッジインテリジェンスのコラボレーション、ディープラーニングソリューショ
ンなどを紹介した。3D-A1000 物品検出システムは、一般的な形状および不規則な形状の両方の
寸法測定が可能な工業用3次元／2次元モーション対応のコンパクトなスマートカメラを利用した
システム。2次元検査機能を搭載した3次元テクノロジー（特許取得）は、高速でも優れた精度を
実現する。3D-A1000 は、複雑な設定やメンテナンスが不要。物品検出のほか、寸法計測や体積
測定などのシステムとしても使用することができる。 高速スティーラブルミラーは、広視野で
荷物のコードを読み取る必要がある場合に使用する
アプリケーション機器。従来、広い範囲のコードの
読み取りには複数のコードリーダーが必要だった
が、高速スティーラブルミラーを導入すれば、1台
のリーダーで対応することができる。かざし読みソ
リューションは、文字通りかざすだけで簡単にコー
ドの読み取りが行えるもの。コードの読み取り可能
な位置を探る従来のハンドヘルド型リーダーでの作
業に比べて20％以上の効率化が可能だ。コードリー
ダーとエッジインテリジェンスのコラボレーション
は、複数コードリーダーの一括管理に加え、読み取
りデータの収集、読み取りNGの画像保存が可能。デ
ィープラーニングソリューションは、照明一体型の
カメラを利用したシステムで、欠けてしまった文
字、汚れてしまった文字も簡単に読み取ることがで
きる。 物品検出や寸法測定、体積測定を可能とする

「3D-A1000」
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